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令和元年度事業報告 

一般社団法人日本善行会は、昭和１２年に設立以来、本年で８２年を迎

え、本会の主要事業である善行表彰事業は春季･秋季ともに６９回を重ね

た。 

本年度は福井県に奥越支部が設立され、全国各地では、会員各自が居住す

る地域において、福祉の向上や青少年の健全育成等のための活動を展開し

た。 

さらに、機関紙「明るいニュース」を通して善行実践活動例や活動展開の参

考となる情報を広く提供、善行実践活動の推進と善行精神の高揚化を図るた

めの広報啓発活動を強化するとともに会員同志の意見の交流にも努めた。 

 本会が令和元年度に実施した事業や活動は次の通りである。 

１ 善行の表彰 

  国、地方公共団体、諸団体、在日外国諸機関及び本会各地支部から推薦を

受けた多数の社会貢献活動を、選考委員会の厳正な審議を経た後、受賞者を

決定して表彰した。 

（１）春季善行表彰式 

（青少年善行表彰・緊急時貢献表彰・国際貢献表彰・外国人善行表彰） 

第６９回春季善行表彰式を令和元年５月１８日（土）明治神宮参集殿

において挙行し、 

青少年善行表彰    ２８名   ４９団体 

緊急時貢献表彰    ３８名    ２団体 

国際貢献表彰      ７名    ５団体 

外国人表彰      １０名    ５団体 

以上、合計８３名と６１団体、合わせて１４４件を表彰した。 

 （２）秋季善行表彰式(成人善行表彰) 

    第６９回秋季善行表彰式を令和元年１１月３０日（土）明治神宮参集

殿において挙行し、４１２名と６５団体、合わせて４７７件を表彰し

た。 

 （３）感謝状等表彰 

      春季善行表彰個人と団体、合わせて１３件に感謝状を贈った。 

（４）特別善行金章･銀章表彰 

令和元年５月１８日（土）明治神宮参集殿において特別善行金章３

５名、善行銀章８３名、合わせて１１８名を表彰した。 

     以上の結果、令和元年度末日までの表彰総数は４７，５３７件とな

り、感謝状等贈呈者総数１５，２４９件をこれに加えると、全表彰数

は６２，７８６件となった。 
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２ 長寿善行者の秋篠宮皇嗣殿下御接見 

    本会の善行表彰を受賞した方々の中から、現在も善行活動を継続され、か

つ、満７０歳に達した者１１７名が選ばれ、令和元年１０月２８日（月）赤

坂東邸において、秋篠宮皇嗣殿下から御接見の栄を賜った。 

３ 善行実践活動 

  本年も支部と地域住民が一体となって行った活動、芸能奉仕団員が行っ

た活動、会員が自主的に行った活動は、各方面から高い評価を得ることが出

来た。 

 （１）青少年健全育成 

    支部及び会員は、非行防止のパトロ－ル、少年の主張大会参加への援

助、地域子供会活動、地域の小学校で「いじめ防止」パンフレットの配

付、国、地方公共団体、関係諸団体が提唱する活動にも参加した。 

 （２）福祉の増進 

    芸能奉仕団と支部及び会員は、各地で高齢者福祉施設、心身障害児者

施設、恵まれない子供のための施設、介護福祉施設等への慰問を行うと

ともに、チャリティーゴルフコンペの開催と収益金の児童福祉施設へ

の寄付、地域文庫やみんなの居場所活動、プルトップを集めての車椅子

の寄贈、社会を明るくする運動での黄色い羽根等の配布、その他各種募

金活動等を積極的に展開した。 

 （３）交通安全運動 

    支部及び会員は、春・秋の交通安全運動に本会独特の「折り鶴運動」

で参加し、折り鶴３６，０００個を配布、また、シルバー交通安全の集

い、被災地等へ折り鶴の寄贈、交通安全の実地指導会の開催を実施した。 

 （４）その他の活動 

    支部及び会員は、公共施設、道路、河川、海岸等の清掃活動を実施、

春、秋の清掃ハイキングの実施、各施設への草花の植栽、地域区民祭り

への協力、被災者支援活動、国際交流活動、地域の防犯、防火、防災活

動にも取り組んだ。 

４ 広報啓発活動 

  月刊紙「明るいニュ－ス」は善行に関する諸情報を広く提供して善行精神

の高揚化を図り、紙面で表彰受賞者の功績を称え励ました。更に紙面を通し

支部及び会員との連携を強化した。また、インターネットのホームページで

も本会の事業を社会へアピールすることで善行の普及活動に努めた。 

５ 組織の拡充強化と会員の増強 

  本会活動の強化や社会貢献活動の輪を広げることを目指し、支部の新設

と会員の新規加入に努め、今年度は１支部の新設と新規会員は２７１名で、
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普通会員、特別会員(正会員）と賛助会員の総数は３，２０９名余となった。 

６ 財政基盤の強化 

  令和元年度は本会財政にとっては厳しいものがあった。 

こうした状況化にあって、地方公共団体からの助成金の確保と全国の支

部が本会財政基盤強化と善行活動の推進に尽力し、大きな力となった。 

７ 諸会議の開催 

 （１）総会 

    令和元年６月２１日（金）グランドヒル市ヶ谷において開催し、平成

３０年度の事業報告及び収支決算報告、令和元年度事業計画及び収支

予算について審議し、承認の上、議決した。 

 （２）理事会 

① 令和元年６月２１日（金）グランドヒル市ヶ谷において開催し、定

時総会提案事項等を審議した。 

② 令和元年９月１３日(金)グランドヒル市ヶ谷において開催し、支部

長会に提案する議案等について審議した。 

③ 令和２年３月２４日（火）グランドヒル市ヶ谷において開催し、令

和２年度事業計画及び収支予算の案件、令和２年度定時総会の開催

等について審議した。 

(３) 支部長会 

   令和元年９月１３日（金）グランドヒル市ヶ谷において開催し、本部

及び支部の運営に関する事項等の意見交換を行った。 

(４) 常務理事会 

   令和元年度は、常務理事会を５回開催し、会の運営について審議した。 

 (５)  全国支部ブロック会  

    支部ブロック会は全国４ブロックが会合を開催し、次年度も支部と

の連携のもとで、本会のさらなる発展に繋がるブロック制の強化に努

める。 

 

 


